


　当院の循環器内科は、「心臓の武田」の伝統を継承し、虚血性心疾患（狭心

症・急性心筋梗塞）、心不全、末梢動脈疾患、心臓弁膜症、肺動脈血栓塞栓

症、深部静脈血栓症、下肢静脈瘤、胸腹部大動脈瘤など循環器疾患全般にわた

り最新のエビデンスに基づく最適な医療を提供できる体制を整えています。

　治療にあたっては個々の患者さんにとって何がベストの治療なのかを常に考

え、多数の専門医を含む複数のチーム体制と循環器専用の血管造影室を稼働

し、365日24時間体制で救急患者さんに対応しています。

循環器センター長 / 心不全センター長　木下  法之

　狭心症の治療法として現在、冠動脈の狭窄部位にステントを留置する冠動脈形成術（PCI）が一般的に行われて

います。動脈硬化が進行して病変にカルシウムが沈着し、硬くなってしまう石灰化病変の場合、ステントが十分

に拡張せず、治療に伴う合併症が増える可能性があります。

　当院が導入したShockwave（ショックウェーブ：血管内石灰化破砕術）は、こうした石灰化病変にバルーンカ

テーテルから衝撃波を照射することで微細な亀裂を入れ、ステントを拡張しやすくする治療法です。合併症が少

なく、安全かつ効果的な治療効果が得られる治療方法で、慢性期の治療成績の向上も期待できます。心機能の低

下などの理由でロータブレーターやダイヤモンドバックでの治療が困難な患者さんに対しても、Shockwaveは安全

な治療が提供できるものと期待されています。

　狭心症状を認める患者に対して精査を行ったところ、虚血所見は誘発されるものの、冠動脈造影あるいは冠動

脈CTにおいては有意狭窄を認めないという症例があります。このような症例は Ischemia with Non-Obstructive 

Coronary Arteries （INOCA：有意な冠動脈狭窄を有さない虚血) と呼ばれ、最近注目を集めている疾患概念です。

INOCAの患者さんは、そうでない正常心臓の患者さんに比べて予後が不良であると報告されています。INOCA

を適切に診断し治療介入を行うことで、患者さんの症状を改善し、また将来的な心臓死や入院を防ぐことができ

ます。しかしながら、INOCAの患者さんは、普段から胸部圧迫感や息切れなどの症状に悩まされているにも関わ

らず、検査をしても冠動脈に狭窄が見つからないため、正常と診断されてしまうことがあります。

　当院に導入された「CoroFlow」は、INOCAなど微小循環障害を含めた冠動脈の包括的な評価を行うもので、心

臓カテーテル検査時に実施できます。上記の症状のある患者さんがおられましたら、是非、ご相談ください。

Shockwave

血管内石灰化破砕術

血管壁内側の石灰化を砕く

CoroFlow

血行動態測定システム

微小循環障害の狭心症も評価できる

治療手順（A～D）



専門的な治療が必要

症状が安定したら 紹介状

紹介状
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医仁会武田総合病院より

神経脳血管センター
應儀 達徳

医仁会武田総合病院より

消化器センター  副部長
松山 竜三

たけだ膠原病リウマチクリニックより

地域医療連携だより
（24.4.25）

地域医療支援病院　医療法人財団康生会武田病院　発行
京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町 841-5　TEL：075-361-1351（代表）


